
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

 

せ
と
う
ち
３
市
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の

取
組
を
、今
後
さ
ら
に
展
開
・
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え

　

 

「
シ
ス
テ
ム
運
用
コ
ス
ト
の
削
減
」や
、「
業
務
の

効
率
化
」、「
自
然
災
害
対
応
」や「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化
」に
着
目
し
、
令
和
元
年
８
月
に
、
近
隣

の
中
核
市
で
あ
る「
倉
敷
市
」「
松
山
市
」と
の
間

で
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
課
題
と
さ
れ
る
、
自
治

体
間
の
業
務
の
標
準
化
な
ど
も
含
め
、
共
同
で
作

業
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
先
月
こ
の
３
市
か
ら
成

る「
せ
と
う
ち
3
市
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
推
進
協
議

会
」を
設
立
し
た
。（
裏
面
に
詳
細
記
載
）

　

現
在
は
、
県
域
を
越
え
た
中
核
市
で
構
成
さ

れ
る
全
国
初
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
実
現
に
向
け
、

ま
ず「
住
民
基
本
台
帳
」、「
印
鑑
登
録
」、「
国
民

年
金
」、「
選
挙
人
名
簿
」、「
税
シ
ス
テ
ム
」の
共

同
利
用
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
効
果
を
最
大
限
に
生
か

し
な
が
ら
、
順
次
他
の
業
務
へ
の
拡
大
を
図
る
な

ど
、３
市
で
協
力
し
な
が
ら
、本
取
組
を
更
に
展
開
、

発
展
さ
せ
た
い
。
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11
月
27
日（
金
）か
ら
30
日（
月
）の
４
日
間
の
日
程
で
、第
６
回 

臨
時
会
を
開
催
し
、感
染
症
予
防
事

業
費
等一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、12
月
4
日（
金
）か
ら
21
日（
月
）ま

で
の
18
日
間
の
日
程
で
、
第
７
回 

定
例
会
を
開
催
し
、一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
34
議
案
を
可
決
し
、
議

員
提
出
議
案
３
件
の
う
ち
１
件
を
可
決
、２
件
を
否
決
と
し
た
ほ
か
、陳
情
２
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、私
自
身
本
議
会
に
お
い
て
代
表
質
問
を
行
い
行
政
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
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政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
 

知
事
・
市
長
ト
ッ
プ
会
談
に
お
け
る
確
認
事
項
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
連
携
・
協
力
し
て
い
く
の
か

　
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

防
止
と
、
社
会
経
済
活
動
の
維
持
と
の
両
立
を

図
る
た
め
、
相
談
検
査
体
制
の
強
化
、
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
連
携
・

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

　

さ
ら
に
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
お
い
て
重
要
と
な
る
I
C
T
活
用
・
デ
ジ
タ

ル
改
革
の
推
進
の
た
め
、本
市
の「
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
」や「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
た
か
ま
つ
」の

実
現
、
県
の「
I
C
T
人
材
の
育
成
」の
取
組
を
連

携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

中
核
市
・
県
都
で
あ
る
本
市
が
、
県
と
の
ト
ッ

プ
会
談
を
通
じ
て
、
情
報
を
共
有
し
、
効
果
的
に

連
携
・
協
力
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決

や
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

 

県
と
連
携
し
て
、県
全
体
の
活
性
化
に
寄
与
で
き

る
よ
う
、ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
か

　

 

本
市
は
県
都
と
し
て
、
ま
た
近
隣
２
市
５
町

と
形
成
し
て
い
る「
瀬
戸
・
高
松
広
域
連
携
中
枢

都
市
圏
」の
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
本
市
の
発
展
が
、
県
全
体
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　

そ
の
た
め
、
知
事
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を
始
め
、

政
策
部
局
間
に
お
け
る
協
議
調
整
や
、
人
事
交

流
、
さ
ら
に
は
幹
部
職
員
の
相
互
派
遣
を
実
施

し
、
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、本
市
の
先
駆
的
な
取
組
の
県

全
体
へ
の
横
展
開
も
働
き
か
け
る
な
ど
、県
全
体
の

活
性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
組
む
。

A QQ

AA

A

A 12
月
定
例
会（
抜
粋
）

質
問
お
よ
び
答
弁
の
概
要

Q

  

行
財
政
に
つ
い
て

　

 

来
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
財
政
健
全
化
に
向

け
た
取
組

　

 

中
期
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、
令
和
３
年
度

に
約
58
億
円
の
財
源
不
足
額
を
見
込
ん
で
お
り
、

本
市
財
政
は
、危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
予
算
編
成
方
針
で
定
め
る
各
般
の
取
組
を
着
実

に
実
行
す
る
こ
と
で
、メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
予
算
と

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、将
来
的
な
税
収
増
に
つ
な
が
る

企
業
誘
致
や
企
業
立
地
に
取
組
む
ほ
か
、
未
利
用
地

の
売
却
な
ど
、財
源
の
確
保
に
な
お一層
努
め
る
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
事

業
の
在
り
方
を
改
め
て
検
討
し
た
う
え
で
、
事
業
の

実
施
時
期
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
事
業
全
般
に

わ
た
り
、事
業
規
模
の
大
幅
な
見
直
し
や
、
I
C
T

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
事
務
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
で
財
源
を
捻
出
し
、「
選
択
と

集
中
」の
考
え
方
に
基
づ
き
、
真
に
必
要
で
あ
っ
て
、

緊
急
性
の
高
い
事
業
に
重
点
化
す
る
。

　

 

第
８
次
高
松
市
行
財
政
改
革
計
画
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
実
施
項
目

の
効
果
額
や
、
事
業
の
進
捗
率
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、計
画
期
間
内
の
目
標
で

あ
る「
基
金
の
取
崩
し
に
頼
ら
な
い
持
続
可
能
な

財
政
運
営
」を
実
現
す
る
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
よ
り一層
、
迅
速
か
つ
確
実
に
計
画
を
推
進
し

  

２
期
た
か
ま
つ
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
大
学
生
等
を
支
援
す
る

考
え
　

 

本
市
の
大
学
等
に
お
い
て
も
、ア
ル
バ
イ
ト
収

入
を
失
う
な
ど
、
学
生
が
生
活
に
困
窮
す
る
事
例

が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、５
月
に
高
松
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
、
備
蓄
物
資
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
、
困
窮
学
生
へ
の
食
糧
提

供
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、７
月
か
ら
は
大
学
等

と
連
携
し
て
、
本
市
の
行
政
事
務
や
国
勢
調
査
に

QQ

A Q

「人」が輝き、
「まち」が輝く
「輝く創造都市、高松」

第6回 11月臨時会
第7回 12月定例会

裏面に続きます。
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令
和
２
年
10
月
29
日
、
本
市
は
、
松

山
市
と
倉
敷
市
と
の
間
で
、
せ
と
う
ち

３
市
に
よ
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進

に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
定
義
は
、「
住
民

基
本
台
帳
・
税
務
・
福
祉
な
ど
自
治
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
を
外
部
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
管
理
・
運

営
し
、
複
数
の
自
治
体
で
共
同
利
用
す

る
取
組
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
該
協
定
は
、３
市
が
今
後
、
基
幹

系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、「
住
民
記
録
」、

「
印
鑑
登
録
」、「
国
民
年
金
」、「
選
挙
人

名
簿
」、「
税
な
ど
の
共
同
調
達
・
利
用
」

を
進
め
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の
目
的
は
、次
期
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム

構
築
を
、自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
で
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
シ
ス
テ
ム
運
用
コ
ス
ト
の
削
減
」、「
業
務
の

効
率
化
」、「
自
然
災
害
対
応
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
」

を
図
る
こ
と
で
す
。

●

　
こ
れ
ま
で
も
、
財
政
健
全
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
行
政
運
営
に
つ
い
て
質
す
と
と
も
に
、
様
々
な
提

言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
み
な
ら
ず
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

よ
る「
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
」や「
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
た
か
ま
つ
」の
実
現
は
、
市
民
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
、
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供
す
る
た
め
に
も
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
声
を
頂

き
、
施
策
へ
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎次回の発行は5月の予定です。皆さまのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。

お
け
る
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
な
ど
に
よ
り
、
学
生
を
支

援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
の
大
学
等
の
学
生
が
、
学
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
行
う
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
や
若

者
の
地
域
へ
の
定
着
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、大
学
等

を
始
め
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
生
等

に
対
し
て
適
切
な
支
援
に
努
め
る
。

  

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

 

保
育
所
に
お
け
る
待
機
児
童
解
消
の
見
通
し

　

 

本
市
の
10
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
数
は
89
人

で
昨
年
の
195
人
に
比
べ
、大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、さ

ら
に
、本
年
度
末
ま
で
に
は
、新
た
に
２
か
所
の
私
立

保
育
所
等
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
来
年
度

以
降
も
、待
機
児
童
数
は
減
少
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
入
所
申
込
児
童
数
は
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
要
因
が
少
子
化
の
影
響
等
に
よ
る
も
の
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
離
職

等
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
な
ど
、
詳
細
の
分
析
を
行
っ

た
う
え
で
、
今
後
の
効
果
的
な
待
機
児
童
対
策
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、本
市
独
自
の
保
育
士
確
保
策
を
進
め
る

な
ど
、早
期
に
待
機
児
童
が
解
消
で
き
る
よ
う
取
組
む
。

　

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
待
機
児
童
解
消

の
見
通
し

　

 

昨
年
度
に
は
、公
立
４
教
室
及
び
民
間
５
教
室
の

合
計
９
教
室
を
新
た
に
開
室
し
、
本
年
５
月
１
日
現

在
の
待
機
児
童
数
は
、
157
人
で
、
昨
年
度
に
比
べ
95

人
減
少
し
て
お
り
、目
標
達
成
に
向
け
て
、一定
程
度
、

受
け
皿
の
確
保
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、令
和
３
年
度
に
向
け
て
新
た
に
民
間
を
含

め
５
教
室
を
開
室
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、

更
な
る
待
機
児
童
の
減
少
が
期
待
で
き
る
見
通
し
で

あ
る
。

　

各
校
区
の
児
童
数
の
推
移
を
始
め
、
待
機
児
童
の

発
生
状
況
等
を
十
分
見
極
め
つつ
民
間
事
業
者
の
参

入
や
学
校
内
の
余
裕
教
室
の
活
用
や
、
特
別
教
室
の

供
用
を
図
る
な
ど
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

更
な
る
受
け
皿
の
確
保
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
政
府
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
下
旬
か
ら「
安
全
性
調
査
へ
の
参

加
に
同
意
を
得
ら
れ
た
医
療
従
事
者
」に

先
行
し
て
接
種
し
、３
月
中
旬
か
ら「
新

型
コ
ロ
ナ
診
療
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
、

保
健
所
職
員
、
救
急
隊
員
等
」、３
月
下

旬
か
ら「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
」、そ
し

て
４
月
以
降
に
そ
の
他
の
方
々
へ
の
接
種

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
は
、ワ
ク
チ
ン
の
確
保
・
流
通
を
、

地
方
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
担
う

こ
と
と
な
り
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
規
模
の
取
組
で
あ
る
た
め
、
高

松
市
に
お
い
て
も
市
民
の
皆
様
が
滞
り
な

く
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
検

討
、
調
整
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
誰一人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、一日
も
早

く
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
全

力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

倉
敷
市・高
松
市・松
山
市

せ
と
う
ち
３
市
自
治
体
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1日も早く
平穏な日常を!

■新型コロナウイルスワクチン接種（国の想定）

■自治体クラウドとは

新型コロナ診療に関わる医療従事者、
保健所職員、救急隊員等に優先接種
（全国約300万人）

3月
中旬

安全性調査への参加に同意を得られた
医療従事者に先行接種（全国約1万人）

2月
下旬

65歳以上の高齢者に接種
（全国3,000～4,000万人）

3月
下旬

基礎疾患のある方、高齢者施設職員等に
優先接種。以降、その他の方へ接種開始

4月
以降

自治体クラウドの定義

自治体クラウド導入のメリット

　住民基本台帳・税務・福祉などの自治体の情報システムやデー
タを、外部のデータセンターにおいて管理・運用し、複数の自治
体で共同利用する取組。　 

●参加団体間で業務が共通化・標準化
●情報システムの運用コストが削減可能
●集中監視により情報セキュリティ水準が向上
●庁舎が被災しても業務継続が可能
　自治体クラウドの導入により削減された
費用や人的資源を、他の分野で有効活用することが可能になる。
　せとうち３市自治体クラウドが実現すると、
●自治体クラウドで最大（人口約１４０万人規模）
●県域を越えた中核市の自治体クラウドは全国初
●国の標準仕様に準拠した初の自治体クラウドとなる

全国の自治体でシステムコスト削減へ
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